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中中学学校校  外外国国語語科科（（英英語語））  学学習習指指導導案案  

指導者 山岡 大基 

日日    時時  令和 4 年 11 月 26 日（土） 第 1・2 限 9：30～10：20, 10:35～11:25  
場場    所所  第 1 研修室 
学学年年・・組組  中学校 3 年 A 組 41 人 
単単    元元  できごとを説明する 

Unit 6 The Chorus Contest, Unit 7 Tina’s Speech, Unit 8 Goodbye, Tina  
Here We Go! English Course 3（光村図書）  

目目    標標  1. できごとを説明するための情報の配列について理解する。（知識・技能（知識）） 

2. 情報の配列を工夫してできごとを説明できるようになる。（知識・技能（技能）） 

3. 相手が理解しやすいように，日常的なできごとをまとまりのある文章で説明する

ことができるようになる。（思考・判断・表現） 

4. 相手が理解しやすいように，日常的なできごとをまとまりのある文章で説明しよ

うとしている（主体的に学習に取り組む態度） 
 

指指導導計計画画（全 10 時間） 
第一次 物語の作り方の理解と練習 2 時間 
第二次 教科書本文の内容・言語材料の理解 4 時間 
第三次 長編・短編の物語づくり 4 時間（本時 9/10） 

 

授授業業ににつついいてて 

授業構成は基本的に「オムニバス型」を採用している。外国語科の特質上，毎回の授業で 1 つず

つ目標を達成していくよりも，単元あるいは複数単元というやや長い期間で複数の目標を同時並

行で達成していく方が現実的と考えるからである。この学年は，2 年時よりスピーチやペア・トリ

オでの即興会話を帯活動として設定し，継続的にスピーキング技能の育成を図っている。ここに

おいては，NHK のラジオ講座（中高生の基礎英語 in English）などを活用しながら，なるべく多様

な話題について話させるようにしている。そのことにより，生徒にとっては，日ごろ考えたことが

ないような話題について話さねばならないことが多くあり，即興性の高い活動となっている。 
また，今年度重点を置いているのは主に書くことの領域で，物語文（ナラティブ）を書く活動を

継続的に行っている。これは，物語文を書くことを通して，できごとなどの事実や経験を整理して

言語化する力を伸ばすためである。授業者は，具体的な事実・経験を時系列で述べつつ一定の抽象

化を行う物語文は，さまざまなテクスト・タイプのうち最も基本的なものであると認識しており，

高校進学後，より抽象度の高い説明文に多く触れる前に，具体をベースに記述する物語文の学習

を充実させておきたいと考え，この単元を設定した。 
物語文のうち，特に創作性の高いものについては，「物語らしさ」を生み出す要素についての理

論を紹介し，生徒の読書経験だけに頼ることなく一定の枠組みを教室で共有したうえで学習が進

められるように配慮した。 
以上が授業の content であるが，授業の container の部分では，今年度はデジタル教科書の活用が

求められたことから，GIGA スクール構想による 1 人 1 台端末とあわせ，これまでにはなかった教

室環境をどのように学習に役立てることができるのかを模索している。本時の授業では，生徒が

学習に使えるリソースが増えたという側面を活かして学習活動を展開した。 
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題題    目目  「未知の状況」で創造的に英語を用いる言語活動 
 

本本時時のの目目標標 
 1. 相手が理解しやすいように，日常的なできごとをまとまりのある文章で説明する。 

（思考・判断・表現） 
 

本本時時のの評評価価規規準準（観点／方法） 
 1. 相手が理解しやすいように，日常的なできごとをまとまりのある文章で説明している。 

（思考・判断・表現／パフォーマンステスト（後日）） 
 

本本時時のの学学習習指指導導過過程程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

第 1 限 

・帯活動 (1) 
 

 

 

 

 

・帯活動 (2) 
 

 

 

・復習 

 

 

・本時活動 (1) 
 

・本時活動(2) 

 

 

第 2 限 

・帯活動 

 

 

・リフレクション 

 

 

 

 

 

 

 

1 分間スピーチ（固定テーマ） 

 

 

 

基礎英語ダイアログの確認 

 

表現指定英会話 

 

 

 

教科書の内容についての Q&A 
 

 

教科書本文を用いた練習 

 

リレー式即興物語創作 

 

 

 

１分間スピーチ（ランダムテーマ） 

 

 

短編物語創作についての振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

テーマは週固定なので，準備に時

間をかけずに効率よく活動を進める

よう促す。 

 

発音を適宜矯正する。 

 

英語で言えない表現については，

基本的に言い換えなどで対処する

よう促す。 

 

GIGA パソコンの音量設定を適切に

させる。 

 

 

 

モニタリングしながら，必要な支援を

行う。 

 

 

過去に使用したテーマが多いので，

既習事項を想起するよう促す。 

 

言語面に着目して支援を行う 

 

上級生の作品との比較から，改善で

きる点を考えさせる。 

 

 

 

着想する 

着想する 

中中学学校校  外外国国語語科科（（英英語語））  学学習習指指導導案案  

指導者 山岡 大基 

日日    時時  令和 4 年 11 月 26 日（土） 第 1・2 限 9：30～10：20, 10:35～11:25  
場場    所所  第 1 研修室 
学学年年・・組組  中学校 3 年 A 組 41 人 
単単    元元  できごとを説明する 

Unit 6 The Chorus Contest, Unit 7 Tina’s Speech, Unit 8 Goodbye, Tina  
Here We Go! English Course 3（光村図書）  

目目    標標  1. できごとを説明するための情報の配列について理解する。（知識・技能（知識）） 

2. 情報の配列を工夫してできごとを説明できるようになる。（知識・技能（技能）） 

3. 相手が理解しやすいように，日常的なできごとをまとまりのある文章で説明する

ことができるようになる。（思考・判断・表現） 

4. 相手が理解しやすいように，日常的なできごとをまとまりのある文章で説明しよ

うとしている（主体的に学習に取り組む態度） 
 

指指導導計計画画（全 10 時間） 
第一次 物語の作り方の理解と練習 2 時間 
第二次 教科書本文の内容・言語材料の理解 4 時間 
第三次 長編・短編の物語づくり 4 時間（本時 9/10） 

 

授授業業ににつついいてて 

授業構成は基本的に「オムニバス型」を採用している。外国語科の特質上，毎回の授業で 1 つず

つ目標を達成していくよりも，単元あるいは複数単元というやや長い期間で複数の目標を同時並

行で達成していく方が現実的と考えるからである。この学年は，2 年時よりスピーチやペア・トリ

オでの即興会話を帯活動として設定し，継続的にスピーキング技能の育成を図っている。ここに

おいては，NHK のラジオ講座（中高生の基礎英語 in English）などを活用しながら，なるべく多様

な話題について話させるようにしている。そのことにより，生徒にとっては，日ごろ考えたことが

ないような話題について話さねばならないことが多くあり，即興性の高い活動となっている。 
また，今年度重点を置いているのは主に書くことの領域で，物語文（ナラティブ）を書く活動を

継続的に行っている。これは，物語文を書くことを通して，できごとなどの事実や経験を整理して

言語化する力を伸ばすためである。授業者は，具体的な事実・経験を時系列で述べつつ一定の抽象

化を行う物語文は，さまざまなテクスト・タイプのうち最も基本的なものであると認識しており，

高校進学後，より抽象度の高い説明文に多く触れる前に，具体をベースに記述する物語文の学習

を充実させておきたいと考え，この単元を設定した。 
物語文のうち，特に創作性の高いものについては，「物語らしさ」を生み出す要素についての理

論を紹介し，生徒の読書経験だけに頼ることなく一定の枠組みを教室で共有したうえで学習が進

められるように配慮した。 
以上が授業の content であるが，授業の container の部分では，今年度はデジタル教科書の活用が

求められたことから，GIGA スクール構想による 1 人 1 台端末とあわせ，これまでにはなかった教

室環境をどのように学習に役立てることができるのかを模索している。本時の授業では，生徒が

学習に使えるリソースが増えたという側面を活かして学習活動を展開した。 
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・長編物語創作 

 

 

 

 

グループ別創作活動 

 

代表グループ作品の検討 

 

執筆の方針検討会議 

 

 

 

 

積極的な話し合いを促す 

 

備考 

 

 

 

見通す 

話しあう 
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実践上の留意点 

 

１．授業説明 

本実践のポイントは次の３つである。(1) デジタル教科書の活用，(2) 話すことの力の育成，(3) ナラティブ

の復権。 

 

(1) デジタル教科書の活用 

本年度，文部科学省の実証事業で，中学校全学年でデジタル教科書を活用した授業を行っている。

GIGA スクール構想により，生徒１人１台端末が実現している環境があるうえに，デジタル教科書自体がたい

へん高機能なものなので，生徒の学習を促進する効果があると感じている。最大のメリットは，「生徒の手元

に音源がある」という点だと考えている。リスニングの練習を家庭学習でも行うことができ，また，本時で紹介し

たように，生徒にリスニング問題を作らせて互いに出題しあうという学習活動も可能になる。また，単純に，教

材が多様な媒体で提供されることで，生徒の好みや特性に合わせた学習がより容易になるというメリットもある。 

 

(2) 話すことの力の育成 

この学年で１年次より重点的に取り組んでいるのが，話すことの力の育成である。とくに「発表」に関わる言

語活動を多く行っている。その理由は，「やり取り」であっても，あいさつ・社交辞令の段階を越えて，ある程度

内容のある会話になると，自分のターンを維持しながらまとまりのある話をする力が必要になる。見かけ上は

「やり取り」でも，そこで必要とされているのは，実は「発表」の技能であるという場面が多いと考える。そのため，

一定時間，自分の責任で話し続ける訓練を主体とし，適宜，やり取りの活動の中でターン・テイキングの練習

を組み合わせて話すことに総合的に習熟するような指導を行っている。 

本時では，NHK ラジオ『中高生の基礎英語 in English』から取材し，１分間の半即興スピーチを行うという

言語活動を行った。スピーチのトピックは『基礎英語』の進行に合わせて週替わりにしており，生徒は毎週，

そのトピックについて授業でスピーチをし，その内容を文字化して言語材料等の定着を図るため，家庭学習

で７０～１２０語程度のライティングを行っている。 

 

(3) ナラティブの復権 

本時の授業の主要な活動の１つが，「リレー式物語づくり」であった。これは，クラウド上でファイルを共同編

集できることを活かした活動で，生徒がグループ内で，メンバーのリレー形式で物語を書き進めていくもので

ある。この活動では，ナラティブ（物語文）を焦点化していることに意味がある。物語を無理なく展開していくた

めには，「前の人が書いたことを踏まえて，それにつながるように次の場面を書く」ことが必要になる。この，文

と文，パラグラフからパラグラフへの「つながり（一貫性 coherence）」を生徒に練習させたいという意図がある。

この背景には，「つながり」が，高校生の書く自由英作文では欠けがちである現状がある。それは，英語教材

でナラティブがかなり周辺的な扱いしか受けていないことと関係があると考えている。そこで，ナラティブを

「紡ぐ」学習を通じて，そのような力を育てたいと考えている。 

ナラティブの学習は，学習指導要領から逸脱するわけではないが，学習指導要領の規定との明確な関連

性を指摘することも難しい領域にある。しかし，学習指導要領に取り立てて明示されていないことでも，生徒

の学習にとって必要と判断すれば，このような「隙間を埋める」学習活動を行うことはあってよいと考えている。

なお，本時では高校３年生に同じ活動を課した際のプロダクトを提示し，上級生の工夫のある作品を見ること

で，学びをより深める仕掛けも施した。このような学年を越えた学びの化学反応も有意義と考えている。 

  

２．研究協議から 

研究協議では，主に授業の実施の具体的方法と，上述の指導観に関わる質疑を行った。 
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Relay Stories by 3rd-Year Senior High School Students 
 
(1) 
When I was young, my father took me to Asa Zoo.  I enjoyed seeing animals.  
I was especially interested in the elephants. 
 
When I saw elephants, I was stepped on by them.  I cried very loudly. 
 
I felt so angry against the elephants, so I kicked them. 
 
Suddenly, one of the elephants held me with its trunk and lifted me easily. 
 
And the elephant threw me and I was injured.  So, I never want to go to the 
zoo. 
 
 
(2) 
One day, a boy whose name was M was walking in a magical forest.  He was 
looking for something funny. 
 
He found a house where a magician lived.  He wanted to see her. 
 
He heard from his grandfather a story that everyone who meets the magician 
becomes so cool and handsome because the magician changes their face and 
style with magic. 
 
He didn’t believe the story, but he wanted to become cool, so he met the 
magician. 
 
This is the story before Kimura Takuya changed his face and became famous. 
 
 
(3) 
One day, it was raining continuously.  Taro was strolling through the streets. 
 
Unfortunately, he slipped on a wet road, so the shirt which wore was soaked. 
 
The rain stopped.  Taro began to run until his shirt got dry. 
 
Finally, Taro’s shirt was dry.  However, Taro continued running without 
noticing it. 
 
So he ran around the world until he got to his home. 
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(4)  
One day, Bob went to the shopping mall with his friends. 
 
He lost sight of his friends when he was looking for a new clothes.   
 
He went to the lost child center to have the clerk announce his friends’ name. 
 
Actually, his friends was surprising Bob with the announcement person to 
celebrate his birthday. 
 
Bob was celebrated about his birthday by announcement person and his 
friends.  He became happy. 
 
 
(5)  
One day, Tom was walking along Shinano River. 
 
Tom stumbled over a stone and fell into a hole. 
 
There was a big bear in the hole.  He was surprised and ran away. 
 
He was struggling hard so as not to become the bear’s food.  Ran and ran 
and ran.  Finally, it was a narrow escape!  The bear gave up. 
 
He has never been walking along the river since then. 
 
 
(6)  
It was a sunny day and hot.  Tom, a high school student in New York, left his 
house to go walking. 
 
When he was walking, he met a strange man.  He was flying. 
 
His action surprised Tome.  Then, the man asked Tom how to get to the 
station. 
 
Tom told him the way to the station, and then the man reached and took Tom’s 
hands and started flying. 
 
Tom was happy because he saw a beautiful view.  However, he wondered 
who the man was. 
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